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選挙ポスターＢ,Ｃ,Ｄの戦い̶̶Ｂ判定が83％当選
衆議院議員選挙における東京激戦計８区、28名のポスターを分析レポート。

2021年10月31日の衆議院議員選挙で、視覚デザイン研究所（本社：東京都千代田区、代表取締役：内田広由紀）
は８選挙区28名のポスターを投票日前に判定し、開票結果と突き合わせを行いました。
今回取り上げたポスターの事前判定は当社Webサイトで公開しています。

重要な3キーワードだけでも判定できる
私たちの感性が政治家に何を求めているかは事前の実験からかなりわかっています。これを３つのキーワードで見るだ
けでもデザインの効果がかなり読み取れます。

Ｂ判定のポスターのうち83％が当選し、Ｃは16%、Ｄは0％
東京８区の吉田晴美氏は無党派層の65%（共同通信調べ）の支持を集め、与党大物石原伸晃氏を137,341票対
105,381票で破るという結果。ポスターのデザインが無党派層に効果的ということがはっきり表れました。

Ｄ判定のポスターでも強い意志が受け入れられた
ポスターがＤでもゆうゆう当選する候補者はいます。東京７区の長妻昭氏や17区の平沢勝栄
氏らです。地元の支持が強く、信頼度が高いと思われます。両ポスターともデザインの完成
度はDですが有権者と同じ思いを共有しようという熱気が伝わります。

語りかけない表情のポスターが人の気持ちを遠ざけた
神奈川13区の甘利明氏、東京8区の石原伸晃両氏のポスターから無党派層の票が逃げる様子がはっきり見えました。
ポスターに判定表の「13 表情」のスケールを当てると0～2。両氏とも感性が〈危険ゾーン〉にいると判断したことが
わかります。一方、当選した東京3区の松原仁氏と東京8区の吉田晴美両氏の表情は7～8。感性が笑顔に好感して
いることがわかります。

デザイン力を発揮して当選を目指したい
今回のデザイン判定でＡのポスターはゼロと異例の低さでした。その原因は幾つかあると思われますが、小選挙区ゆえ
の油断とデザインの効果に信用がないことにあると思われます。
ところで選挙ポスターのデザインＡをつくるのはさほど困難ではありません。ポスターと感性デザイン判定表の20項目
をチェックして一致させれば合格（Ａ）がつくれます。いわば車検や健康診断と同じように判定できるのです。当選を
めざすならばぜひ判定表を活用してほしいと考え、このレポートを発信しています。
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表情スケールを当ててみると感性が好感しているか、不快に感じているかが一目瞭然です。


